












































研究所の高野岩三郎（1871 年生、1949 年没）に宛てた（1929. ３ . ８の）書簡の中で、この翻
訳には不満が残っていたことを、幾つかの遠回しの表現から推論したと述べています。そして、























とめられた目録から分かるように、ドイツ語 172 冊・フランス語 32 冊・英語 104 冊をはじめ
とする 1917 年までの西欧文献 312 冊、ドイツ語 1125 冊・フランス語 99 冊・英語 378 冊をはじ
めとする 1933 年までの 1602 冊、そしてドイツ語 555 冊・フランス語 152 冊・英語 399 冊・イ








































プレハノフ、レーニン、そしてスターリンの著作と並んで、ここでは 1950 年代と 1960 年代の
ソヴィエト時代のマルクス主義的な哲学と経済の文献が際立っています。これらのコレクショ
ンは、ソヴィエト社会主義連邦共和国における哲学的思想、またスターリニズムとの対決にお
ける哲学的思想の発展に関する研究基盤として利用されうるものです。
　服部教授は、長年にわたって、東ドイツのマルクス・エンゲルスの研究者たちとのコンタク
トを大切にしておられました。とりわけ、私どもの協会の会員であるハインリヒ・ゲムコウ教
授と服部氏は、長い間、活発な文通をする関係にありました。私自身は、1994 年に服部教授
とお知り合いになる機会がありました。服部氏は、日本におけるマルクス・エンゲルスの研究
史、とりわけ、共産党宣言の翻訳の歴史について、数多くの事を教えて下さった私の教師でし
た。
　服部氏自身はその晩年に、この綱領文の改訂版作成のために積極的に関与し、心血を注ぎま
した。私はよく服部氏の80歳の誕生日を記念するコロキウムのことを思い出します。私たちは、
素晴らしい［学術的］雰囲気の中で、一緒に時を過ごすことがゆるされたのですが、このコロ
キウムでの諸成果は、服部氏によって共同編集された『文献集』（“Archivs”）の最終分冊で
ある第 176 号として出版されました。
　最後に私はもう一度、このコレクションが、貴殿の大学図書館に終の住処を見いだしたこと
に対して、私の喜びを言い表したく存じます。このコレクションが、哲学史、政治的経済学史、
マルクス主義的思想史に関する、またスターリニズムや他のドグマ的な思想的方向性との対決
に関する、学部生の研究作業や大学院生の学位論文作成作業に活用されますよう、願ってやみ
ません。
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